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　独立行政法人農林漁業信用基金では、令和７事業年度決算を令和８年６月26日に主務大臣に提
出し、７月16日に承認を得ましたので、その概要についてお知らせいたします。
　なお、決算の詳細（勘定別を含む）につきましては、信用基金のホームページからご覧ください。
https://www.jaffic.go.jp/info_disclosure/outline22/kouhyou04.html
（注）文中及び表中の計数については四捨五入しております。

（1） 法人全体の概要
①　貸借対照表
　資産残高は、260,913百万円となりました。その主な内訳は、現金及び預金75,402百万円、
有価証券94,400百万円、貸付金51,730百万円、寄託金16,901百万円などとなっています。
また、負債残高は、38,239百万円となりました。その主な内訳は、政府事業交付金7,990百万円、
責任準備金4,699百万円、保証債務19,454百万円などとなっています。
　純資産残高は、222,674百万円となりました。その主な内訳は、資本金163,150百万円（政府
出資金129,088百万円、地方公共団体出資金5,213百万円、民間出資金28,849百万円）などと
なっています。
②　損益計算書
　業務経費や一般管理費（人件費含む）などの経常費用は、7,991百万円となりました。また、
事業収入や財務収益などの経常収益は、8,170百万円となりました。この結果、当期総利益は、
811百万円となり、利益剰余金に積み立てました。

（2） 勘定ごとの概要
　〔総括〕
　５勘定のうち、林業信用保証、農業保険関係の２勘定が当期純損失を計上し、農業信用保険、
漁業信用保険、漁業災害補償関係の３勘定は当期純利益を計上しました。なお、当期純損失を
計上した２勘定については、それぞれ損失額と同額を前中期目標期間繰越積立金から取崩し、
補填したことから、最終損益は「0円」となりました。（勘定ごとの概要は以下のとおり）
①　農業信用保険勘定
　本業である保険事業収支は938百万円の黒字、それ以外の収支は533百万円の赤字となり、
当期純利益は405百万円となりました。
②　林業信用保証勘定
　本業である保証事業収支は157百万円の赤字、それ以外の収支は492百万円の赤字となり、
当期純損失は649百万円となりました。
③　漁業信用保険勘定
　本業である保険事業収支は691百万円の黒字、それ以外の収支は323百万円の赤字となり、
当期純利益は368百万円となりました。
④　農業保険関係勘定
　経常費用は26百万円、経常収益は25百万円となり、当期純損失は1百万円となりました。

⑤　漁業災害補償関係勘定
　経常費用は28百万円、経常収益は67百万円となり、当期純利益は38百万円となりました。
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